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データ利活⽤プロセス

事業段階

研究段階

計測 収集 統合 蓄積 解析

計画

•研究もしくはサービ
スに必要なデータ項
目を測定する。

•データを収集し、統合して、蓄積する。
（従来のデータセンターがカバーできたプロセス）

•データを解析し
て、新たな技術
、サービスを発
見したり、有効
性の証跡を得た
りする。

•解析結果を用いた事業／
サービスを立案する

•診断／判定／
分析結果を利用
者に提供をする計測

診断／判定
／分析

収集
結果の通知
レコメンド

評価

•分析結果に基づいて、測定項目や測定方法を改良・改善する。

サービス化検討
（利用モデル定

義）
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取組み１．地域医療連携
■さどひまわりネット

出典：渡辺和彦, 田中孝治,「地域完結型医療を実現する情報集約型医療連携ネットワークの構築」, ユニシス技報, 日本ユニシス, Vol.34 No.2 通巻121号, 2014年9月
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取組み２．疫学研究向け統合情報基盤
■京都大学ゲノム医学センター 大規模ゲノム疫学研究の統合情報基盤

出典：沖俊吾,「大規模ゲノム疫学研究の統合情報基盤の構築事例」, ユニシス技報, 日本ユニシス, Vol.34 No.3 通巻122号, 2014年12月
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医療ビッグデータの利活⽤シーン

住民

地域EHR

医療機関

研究機関

データバンク

行政等

サービス

行政サービス
新制度等

事業／サービス提供者

個人向け
新事業・新サービス

健康・医療情報
（データ、試料）

匿名化された
健康・医療情報
（データ、試料）

研究成果
（予測モデル、
リスク評価モデル

等）

データ

成果物

凡例：

研究成果
（治療技術、
診断技術、
計測技術等）

個別化利用
先制医療

匿名化された
健康・医療情報
エビデンス情報

匿名化された
健康・医療情報
エビデンス情報

研究成果
（エビデンス情報

等）

データ収集

データ統合

データ提供

利用者向け
サービス

データ提供者
向けサービス

データ蓄積

セキュリティ／プライバシー保護
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データで地域社会を支える：スマートヘルシーシティ
 少⼦⾼齢化、独居⽼⼈の実態が進⾏している地域社会をささえる基盤

 CAS（Cells 
Alive System）：

株式会社アビーが
開発した細胞を生
かす技術、凍結装
置と細組み合わせ、
細胞破壊を最小限
にとどめ、凍結時の
鮮度・風味・旨味を
維持する。 ICTを活用した社会基盤.日本ユニシス（株）.http://www.unisys.co.jp/solution/social_infrastructure/,(参照 2015-11-20)
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データに基づくサービス
■健康維持・改善支援サービス

Club Unisys Plus Case Study 「日本ユニシス健康保険組合」より.日本ユニシス（株）.http://www.unisys.co.jp/club/jirei/unisyskenpo/03.html,(参照 2015-11-20)

http://www.unisys.co.jp/club/jirei/unisyskenpo/03.html,
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カルテ ×機械学習

IN TASKS OUT

医師によって書か
れた患者の病歴

① 病名・症状抽出
テキストから症状を抽出

②病名・症状正規化
症状を病名コードへ変換

記載の統一されていないテキ
ストの病名/症状をコード化し
て、標準的に活用可能に

Ex)[吐き気]
[嘔気]
[悪心]
[胃のむかつき] 

ICD10コード=R16
（悪心及び嘔吐）

標準的に
活用できる

意味は同じで
も記載はバラ

バラ

●要素技術
：自然言語処理、テキストマイニング、機械学習

■医療テキスト情報の標準化
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医用画像 × 知識ベース

ボリュームデ
ータ
可視化

画像認識
構造認識

医用画像処理

解剖学的情報

• 手術支援（ナビゲーション）
• 教育（コンテンツ）

• 非破壊検査
• 破壊強度解析
• 流体解析
• リバースエンジニアリング
• 症例データベース
• 類似症例(画像)検索

■要素技術

 解剖学的情報を用いた臓器構造の認識

 診断知識ベースによる病変検出・判別

 検出結果の表示

病変検出
良悪性判別

画像診断情報
（医師の知識ベース）

画像特徴量抽出

Surface 
Rendering

Volume 
Rendering
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医用画像 × 知識ベース

読影レポー
ト

マルチスライス
CT画像

xxx xxxxxxxxxxxxxxxxxx…

特徴量抽出

診療情報データベース

検出ルー検出ルー
ルとの照
合

異常

match

正常

failed

臓器構造解析

マルチスライス
CT画像

検出ルールの生成

000 001 xxx xxxxxxxxxxxxxxxxxx
…

000 002 xxx xxxxxxxxxxxxxxxxxx
… 

000 003 xxx xxxxxxxxxxxxxxxxxx
… 

:
:

ffffffxxx xxxxxxxxxxxxxxxxxx… 

xxx xxxxxxxxxxxxxxxxxx…

特徴量抽出

臓器構造解析

① 診断の知識ベース構築 ② 画像診断支援

診断の知識ベース

識
３次元画像認

識
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データバンクの必要性（医⽤画像を例に）

病院

検査・研究機関

医用画像データバンク
がん画像アーカイブ[1]

がん診療画像リファレンスデータベース[2]

MIRデータバンク[3]

画像・診療情報

画像・検査情報

大規模症例画像データセット

症例検索・診療支援

病院

診療所

大学・研究機関

学習・診断トレーニング

研修医・学生

[1] NCI-TCIA (http://www.cancerimagingarchive.net/)

[2] NCC-ICR (http://cir.ncc.go.jp/)

診断支援システムの提供

学習支援ツールの提
供

診断支援ツールの提供

[3] 米ジョンズ・ホプキンス大学, NIH
(http://monoist.atmarkit.co.jp/mn/articles/1401/22/news059.html), EE Times Japan.

■診断精度の向上、人材の育成のためには、大規模な症例データが必要
⇒ データバンクがデータ、ツールを統合して提供するのが望ましい
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データバンクの機能と構造

住民

オープンデータ
既存DWH

オープンデータ

データ収
集・保有
機関

データ利用者

行政

データバンク

セキュリティ／
プライバシー保護データの

収集・統合

蓄積

運用

ガイドライン
指針

データセン
ター

資料

保管施設

データ提供者
サービス

データ
試料の
提供

情報・試
料の提供

情報・試料の提
供

データカタログの提供
データ・試料の提供

データ利用
ガイドライン

データ共有
ガイドライン

セキュリティ
ガイドライン

運用管理基準
等

データ利用者
サービス

利用審査
利用に関するコンサ
ルティング

成果のフィードバック
（公共性の高いもの
等）

情報提供先の
マッチング
情報の利用状況
の報告

http://www.cancerimagingarchive.net/
http://cir.ncc.go.jp/
http://monoist.atmarkit.co.jp/mn/articles/1401/22/news059.html
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今回のお話の参考資料
 日本ユニシスの論文誌「技報」

今回、お話した内容に関して、論文という形でまとめています。

http://www.unisys.co.jp/tec_info/home.html?num=tr121
http://www.unisys.co.jp/tec_info/home.html?num=tr123

http://www.unisys.co.jp/tec_info/home.html?num=tr121
http://www.unisys.co.jp/tec_info/home.html?num=tr123

